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A study on the way-finding design of outpatient department in hospital
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 Among the hospital departments, outpatient department should be the one where many patients could wander 
from the right path. The purpose of this study is to find out the guidelines for the planning of the safe and 
comfortable way-finding environment for the outpatient department. 
 First, 190 Japanese hospitals built after 1985 with 300 or more beds were classified by the space components of 
the outpatient department from the way-finding design point of view. Next, comparative analysis was made on the 
information signs for the patients at 5 hospitals. These 5 hospitals had different kinds of space components. It was 
found that the visual acknowledgment by the patients heavily depends on the amount of information gathered 
from the space components as well as from the information signs. Therefore, by the good utilization of such space 
elements as light court and well space, we could reduce the stray patients even with less number of information 
signs.
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1.研 究の背景 と目的
 病院は、年々多様化 し複雑化す る一方、利用者
が幅広いことか ら、様々な種類の情報が存在する
施設であるため、患者に、行 き先への迷い と情報
の混乱を与えてい る場合 が多い と考 えられる。そ
のため、各種公共施設の中でも特に、安全で快適
な ウェイ ファイ ンディング環境の構築が求め られ
てい るといえよう。現在 、病院の ウェイファイン
デ ィング(以 後WFと 略す)デ ザイ ンは、 「動線
管理システムであ り、サイ ン ・アー トワーク ・照
明 ・インテ リアデザイ ン ・色彩な どが、建築 の構
造 と呼応 して総合的にデザインされ るべきもので
ある」 とされている(文1)。
 そ こで、本研究では、病院を構成す る部門の中
でも、特に、利用者 が幅広い ことか ら、様 々な種
類の情報が存在す る場所であるため、患者に行動
の錯覚 と情報の混乱を与え易い と考 えられ る外来
部(外 来玄関ホール+外 来診療部)を 取 りあげ、
その空間の構成形態が異った病院における計画サ




 WFの 視点か ら、空間を構成する建築的要素 に
着 目して、外来部(以 後、外来玄関ホール:EH、
外来診療部:外 診 と略す)の 空間形態の事例分析
を行 うこととす る。
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物的環填 ①中央受付の位置
② ③ [正面型] [端部型] [手前型] 計
有
有 36 (18.9) 78 (41. 1) 10 ( 5.3) 124 ( 65. 3) 
無 3 ( 1.6) 4 ( 2.1) 3 ( 1.6) 10 ( 5.3) 
征 有佳 22 (11. 6) 23 (12. 1) 
5 ( 2.6) 50 ( 26.3) 
2 ( 1.1) 3 ( 1.6) 1 ( 0.5) 6 ( 3.1) 
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病床 J 竣工 i 空間形態
主体 数 年月階層外待視認性
[AJ 厚生連 愛知県 316床 0005 
一層昔 可[HJ 市町村 和歌山 300床 0407 
[oJ 国立 大阪府 520床 0503 
多層明 不可iO304 [KJ 赤十字 兵庫県 310床








































































































日% 20% 40% 
占損
60% 80% 10前
[I[A川Okl] i u-圃圃21圃・・圃量 、 H 圃灘鶴舗掴
EHIlOJp21E や 置 醐
E 11231':a… 1 .榔繍
M





















凪1:1刑1収U Lυ10o 12o 14o 160180200 
1r A 1|時巴とγ} ._， 閃 EH
1，ハ1 定常1 " ・臨調 194 























































































































圏壁付 圃自立 口移動 口置型 .天吊 口ボー ダー
.突出 口直立 ・額装 圃床面 口その他
図9 設置形式の割合
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